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事前に保護者から寄せられた御質問等 

NO. 御質問等の概要 回答 

１ 

＜制服・指定用品＞ 

河原子中学校と大久保中学校の統合

に伴い、河原子中学校から異動する生

徒の制服、ジャージ、上履きなど学校

や学年で指定のあるものはそのまま使

えるのか。買い直すのか。 

＜制服・指定用品＞ 

統合に伴い被服が新しくなる場合

は、在籍途中で統合となる生徒につい

ては、統合前の被服を使用して良い運

用を検討するなど、保護者の経済的負

担にならないよう配慮するとともに、

一方の学校の生徒が被服を買い替える

必要がある場合は、支援の方法等を統

合準備委員会において検討し、市が補

助を実施しております。 

２ 

＜学習・成績＞ 

学力診断テストなど、県や市で共通

で行われるテスト結果を、大久保中と

河原子中のデータをまとめて順位をつ

けたものを開示して欲しいが可能か。

統合前の時点でも「統合したら今の自

分の成績はこの辺り」というのを知っ

ておきたい。 

＜学習・成績＞ 

学力診断テスト等の個人別順位や相

対的な位置づけについては、個人情報

保護の観点から両校のデータを統合し

た形での開示はできませんが、統合に

向けた事前交流活動のほか、合同授業

などの機会を設けることで、両校の生

徒が学習面でも交流できるよう、統合

準備委員会（学校運営部会）で検討い

たします。 

３ 

＜統合後の通学方法＞ 

河原子中学区から大久保中学校への

登校手段が保護者としては一番不安に

思っているので、現時点での交通手段

を教えてほしい。仲町小学区の高鈴台

団地の上の方の子たちや通学距離が長

い子たちは徒歩通学なのか教えてほし

い。 

＜統合後の通学方法＞ 

通学距離は、国の基準である小学校

４km、中学校６ｋｍ、通学時間は概ね

１時間を超えないことを前提としなが

らも、日立市立学校再編計画では、小

学校は３ｋｍ、中学校は５ｋｍを超え

ないように学校再編を進めています。 

通学方法は、徒歩や自転車による通

学を原則としますが、再編に伴い一定

以上に通学距離が延伸し、徒歩による

通学が困難である場合は、自転車のほ

か公共交通機関（ＢＲＴ）による通学
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についても、統合準備委員会（通学部

会）において、保護者の皆様や学校等

の意見を伺いながら協議してまいりま

す。 なお、高鈴台団地から仲町小学校

や駒王中学校までは、現在、徒歩で通

学しています。 

４ 

＜泉丘中学校への通学＞ 

大久保中学校より泉丘中学校の方が

近いので、泉丘中学校に通学すること

は可能か。 

＜泉丘中学校への通学＞ 

 現時点においては、通学の安全性や

利便性を理由として大久保中学校では

なく、泉丘中学校への学区外通学を認

められる柔軟な運用についても考えて

おります。今後、統合準備委員会の通

学部会が設置された際に、通学に公共

交通機関の利用が必要なケースなどを

協議いたします。 

５ 

＜質問フォームへの氏名等の記入＞ 

質問フォームに住所氏名を入力する

必要があるのか教えてほしい。住所や

氏名を聞くことによって、質問を躊躇

し多くの意見を聞くことが狭まってい

るのではないかと感じている。 

＜質問フォームへの氏名等の記入＞ 

質問フォームに住所・氏名を必須と

しているのは、いただいた御意見等に

ついて、個別の確認や回答などの対応

を行う場合もあることから必要となり

ますので、記名での御回答をお願いし

ていることを御理解願います。 

６ 

＜当初の計画＞ 

当初の計画である大沼小学校を新設

中学校にする案がいいと思う。そうす

れば児童数も確保でき、どの地域から

も程よい距離で登下校できると思う。

急に変更されては河原子学区の子ども

たちが可哀想。 

＜当初の計画＞ 

日立市立学校再編計画は、令和３年 

２月に策定した当初から児童生徒数の

推移などを踏まえて、３年程度を目安

に学校再編の進捗状況を検証した上

で、計画の見直しを行うこととしてお

ります。当初決定した内容を必ず進め

ていくというものではなく、定期的に

見直しを行いながら、子どもたちの学

習環境や主な教科に複数の教員が配置

できるよう、学校再編を進めてまいり

ます。 
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 今回の見直しでは、小学校は地域と

のつながりが深いことや遠距離通学の

負担が小学生には大きいことから、複

式学級の可能性がない場合は、小学校

の存続を求める声が多いことなどを踏

まえて、学校再編計画改定検討委員会

において協議を進めてまいりました。 

７ 

＜進学予定先のアンケート＞ 

来年度、新６年生の保護者を対象に

進学予定の中学校のアンケートを複数

回行ってほしい。小中連携を考慮する

と、先生自身も子どもたちがどの中学

校に進学する意向があるのか把握が必

要だと考える。子どもたちや保護者の

精神的負担軽減のためにも、保護者に

進学予定先の人数を公表してほしい。 

＜進学予定先のアンケート＞ 

進学予定中学校に関するアンケート 

を実施することについて、具体的な内

容（対象者、実施時期、公表方法等）

を統合準備委員会（学校運営部会）に

おいて協議し、児童・保護者の皆様の

不安解消と適切な情報提供に努め、安

心して進学できる環境づくりを進めて

まいります。 

以 上 


